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( 科目コード：8304820004EE)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】電気回路 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科／電気工学科・4 年次
【担当教員】

楡井 雅巳

【授業目標・教育方針】
・過渡現象のみられる回路の回路方程式を正しく書くことができる。
・微分方程式を解き、過渡現象の解を求めることができる。
・ラプラス変換、逆変換についての計算ができる。
・ラプラス変換を使って過渡現象を解析できる。
・Ｚ，Ｙ，Ｆ行列の定義を正確に理解できる。
・簡単な二端子対回路について、そのＺ，Ｙ，Ｆ行列を計算できる。
・二端子対回路の接続について簡単な計算ができる。
・入力インピーダンス、出力インピーダンスについて理解できる。
・一様線路についての電信方程式を理解すること。
・特性インピーダンスについて理解し、一様線路が不連続の場合の反射、透過についての計算ができること。
・反射係数について理解し、一様線路の終端が負荷インピーダンスで短絡されているときの電圧、電流の分布を計算
できること。
・非正弦周期波のフーリエ級数展開ができること。
・非正弦周期波が回路に加えられたときの実効値、電力について計算できること。
・非周期波のフーリエ変換ができること。
・周波数伝達関数について理解できること。　

【授業概要】
各単元の基本的事項を、例題とその解等を示しながら説明し、しっかりと把握させることによって、少なくとも基本
的問題は完全に解けるようにする。
以下の単元について例題とその解答を示しながら説明する。
1．基本回路の過渡現象
2．二端子対回路網
3．分布定数回路
4．非正弦周期波とフーリエ級数
5．非周期波とフーリエ級数

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：遠藤・鈴木、「電気回路Ⅱ」　コロナ社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
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【授業計画】（授業名：電気回路 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 3 年次の復習 回路網方程式の立て方と解き方
第 2 回 基本回路の過渡現象 微分方程式による解法１
第 3 回 基本回路の過渡現象 微分方程式による解法２
第 4 回 基本回路の過渡現象 ラプラス変換・逆変換１ 小テスト１
第 5 回 基本回路の過渡現象 ラプラス変換・逆変換２
第 6 回 基本回路の過渡現象 ラプラス変換による回路解法１
第 7 回 基本回路の過渡現象 ラプラス変換による回路解法２
第 8 回 演習 過渡現象の演習 レポート
第 9 回 二端子対回路網 二端子対回路の基本的表示法
第 10 回 二端子対回路網 Ｚ行列、Ｙ行列、Ｆ行列
第 11 回 二端子対回路網 直列・並列・縦続接続
第 12 回 二端子対回路網 信号伝送と二端子対回路網１
第 13 回 二端子対回路網 信号伝送と二端子対回路網２
第 14 回 演習 二端子対回路網の演習 レポート
第 15 回 中間試験
第 16 回 分布定数回路 分布定数回路の基本式
第 17 回 分布定数回路 無損失線路と波動方程式
第 18 回 分布定数回路 分布定数回路の正弦波定常状態
第 19 回 分布定数回路 無損失線路の正弦波定常状態
第 20 回 分布定数回路 進行波と定在波
第 21 回 分布定数回路 線路上の反射係数
第 22 回 演習 分布定数回路の演習 レポート
第 23 回 非正弦周期波 フーリエ級数展開 小テスト２
第 24 回 非正弦周期波 特殊波形のフーリエ級数展開
第 25 回 非正弦周期波 非正弦波交流回路
第 26 回 非周期波 フーリエ変換
第 27 回 非周期波 特殊波形のフーリエ変換
第 28 回 非周期波 周波数伝達関数
第 29 回 演習 非正弦波回路の演習 レポート
第 30 回 演習 まとめ
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